
 

 

～ 主な業務 ～ 

◇成年後見制度に関する相談・支援 

◇成年後見人、任意後見人等の受任 

◇成年後見制度・権利擁護に関する講師・講演 

◇成年後見制度等に関する普及啓発  など 

 

～ 主な活動地域 ～ 

◇福岡家庭裁判所久留米支部・八女支部・柳川支部・大牟田支部が管轄する地域 

◇福岡家庭裁判所（本庁）・佐賀家庭裁判所（本庁）が管轄する一部の地域 

 

～ 相談対象者 ～ 

◇自分らしく生活するために、契約行為や金銭管理の支援方法として成年後見制

度の必要性がある方、その検討が必要な方など 

◇本人やご家族、支援者など、どなたからでもご相談をお受けします。 

 

～ 相談料 ～ 

◇初回相談無料 

 

～ 相談方法 ～ 

◇まずは、お電話にてご相談ください。 

◇詳しい話を聞きたい方は、ご相談をうかがう日程を調整いたします。 

◇当センターへの来所が難しいときは、訪問してご相談をお受けします。 

 

 

  

――――――――――■□ご相談・お問い合わせ先□■――――――――――― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

一般社団法人いけだ社会福祉士事務所では、「成年後見センター

いろどり」を開設し、法人後見（法人として後見人等の受任活

動）を中心に、成年後見制度に関する活動を行なっています。 住所：〒834-0063 
八女市本村425-42 清水ビル 1階 4号室 

電話：0943-24-8486 ／ FAX：0943-24-8487 
開所時間：月～金(祝祭日･年末年始･盆休を除く) 午前 9時～午後 5時 



 

 
こんな困りごとはありませんか？ 

一人暮らしをしたい（続けたい）

けど、一人では不安だな

ぁ・・・。 

◆法定後見制度の概要（ご本人の状態等を踏まえ、家庭裁判所が後見・保佐・補助を決めます） 

 後見 保佐 補助 

対象となる方 

（本人） 

判断能力がほとんどない 判断能力が著しく不十分 判断能力が不十分 

※いずれの類型の申立てを行うかについては、医師の診断を受け、その診断書（成年後見用）の「判

断能力についての意見」を参考にします。 

申立てが 

できる人 

（申立人） 

１．本人（本人に申立意思及び能力がある場合に限られる） ２．配偶者 

３．本人の４親等内の親族（親、祖父母、子、孫、兄弟姉妹、おじ、おばなど） 

４．市町村長など 

代理権 財産に関する全ての法律行為 

申立ての範囲内で家庭裁判所

が定める特定行為 

（本人の同意が必要） 

申立ての範囲内で家庭裁判所が

定める特定行為 

（本人の同意が必要） 

同意権 なし 
民法１３条１項に定められて

いる重要な財産行為 

申立ての範囲内で家庭裁判所が

定める行為 

（本人の同意が必要） 

取消権 日常生活に関する以外の行為 同上 同上 

〇代理権…本人に代わって財産管理や法律行為を行なうこと 

〇同意権…本人が行なった法律行為に同意することで法的な効果が得られること 

〇取消権…後見人等が同意していない法律行為を取り消すこと 

 

◆後見人等にはできないこと 

〇家庭裁判所から認められた代理権、同意権、取消権の範囲以外の行為はできません 

〇遺言書の作成代理、身分行為（結婚、離婚など）の代理や同意の権限はありません 

〇ご本人の意思に反する強制はできません 

〇入院、入所等時の身元引受人や保証人になることはできません 

⇒後見人等は法定代理人として契約するのが業務になります 

〇医療に関する行為（手術など）の同意はできません 

 

 

 

◆後見人等に選ばれる人 

①親族、②第三者（社会福祉士、弁護士、司法書士など）、③法人など 

※後見人を選任するにあたって誰になってほしいか希望を伝えることはできますが、家庭裁判所がご本

人の生活状況や財産状況を考慮して選任します。 

◆手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

まずは気軽にご相談してください。 
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※申立ての手続きは家庭裁判

所へ行ないます。 

※申立てから審判までは、1

～3か月程度かかります。 

※申立ての費用は、２万円程

度必要になります。 

◆成年後見制度とは・・・ 

認知症・知的障がい、精神障がいなどがあり、既に判断能力が低下している場合は「法定後見制度」、判

断能力が低下する前に備える場合は「任意後見制度」の二つの制度があり、その方らしく安心して生活

できるように、その方のために財産や生活の支援を行う支援者を選ぶ制度のことです。 

 

◆後見人等の役割 

ご本人の生活状況等に変化がないか、ご本人や家族、支援者等と面談や会議を行なったり、必要な連絡

調整を行ないながら、「身上保護」や「財産管理」を行ないます。ご本人の気持ちを大切にして、困り事

が解決できるように支援を行ないます。 

〇身上保護…生活、治療、療養、介護などに関する法律行為（契約や手続き）を行なうこと。 

 例えば、アパートの契約、施設入所の契約、サービスを受けるための行政への手続きなどです。 

〇財産管理…預貯金や不動産などを安全に管理し、必要に応じて処分を行なうこと。 

 ご本人の収支状況を把握し、収支計画を立て、ご本人にあった収支のバランスを一緒に検討していき

ます。 

後見人等がいると！？ 

アパート等の難しい手続きを一緒

にしてくれるし、市役所や年金事

務所等から届く書類の確認もして

くれて安心した。困った時に相談

できて安心できる！ 

病気があり、いつ入院が必要にな

るかわからないけど、手続をして

くれる人がいない。 

通帳や印鑑等を何回も紛失して、

どこにあるかわからなくなって、

必要な支払いができなくなった。 

最近、買い物や料理が上手くでき

なくなってきて、どうしたらいい

かなぁと悩むことが増えた。 

介護保険の申請やヘルパーさんと

の契約をして、ヘルパーさんの支

援を受けられるようになった！ 

通帳を管理して必要な支払いがで

きるようになった。残高等が気に

なる時はもちろん見せてくれるか

ら、安心して管理してもらえる！ 

入院や施設へ入所する時に、必要

な手続きや契約をしてくれてよか

った。必要な支払い等もしてくれ

るので安心して生活できる！ 

他人に騙されて、高額な商品を買

ってしまった。 

騙した相手に連絡をして事情を説

明したら、契約を取り消すことが

できた！ 

 

ご存知ですか？ “成年後見制度” 

後見人等だけでは解決できないことはたくさんあるので、 

ご本人や家族、支援者等と相談をしながらチームで対応を行ないます！！ 


